
（様式１）

作成日 令和３年 １１月２２日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

法人名

事業所名

所在地

3490100264

広島市安芸区船越南３丁目２３番６号
（０８２）８２２－８１８１

グループホームもえぎ野

事業所番号

その人その人の、今までの物語（生活歴）を大切にし、スタッフも生活歴を知った上で、各入居
者の心に寄り添うケアを実践している。また、入居者の心が動いた時に、すぐに行動ができるよ
うに心掛けている。一人ひとりが持つ力を最大限に活かし、笑顔が絶えないケアをスタッフ一丸
で取り組んでいる。理念である「笑顔と温もりの中でそして家族として…」を大切に考え、色々
な場面において、自分の親や祖父母だったらどうするだろうかと常に自分自身に問いかけ、もえ
ぎ野が入居者様の「家」に近づけるように日々努めている。地域とのつながりを大切に考え、保
育園などと一緒に行事を行うなど、地域との触れ合いに努めている。また、家族会を通じて、家
族と一緒に入居者様の生活を支えて行けるように日々努力している。

事業所の”理念の共有”は、独自で作成したクレドカード（事業所理念が記載）を活用し、いつ
も笑顔が多い事業所を目標に、管理者と職員はチームとして信頼関係を構築している。更には
シェル分析（ソフト及びハードの介護環境等、5つのファクターでチェックする）を活用しなが
ら、身体拘束等研修を行い支援に役立てている。市町や地域との関係も、認知症サポーターとし
て職員と共に年2回地域に出掛け、講演や講習を行っている。利用者に対してのサービスは、外
泊及び外出支援が困難な昨今、職員はストレングス（本来有する力や強さ、才能）について話し
合い、事業所内で出来る事、楽しむ事を実践しながら体力や精神力が低下しないように、支援を
行っている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和3年11月15日

有限会社　もえぎ

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3490100264-00&ServiceCd=320&Type=search

自己評価作成日 令和3年10月1日 評価結果市町受理日
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

事業所は、市町担当者と運営推進会議
にて話し合い、市町とともにケアサー
ビスの質の向上を目指している。

日頃から市町と協力関係を築くように
努力している。管理者は認知症アドバ
イザーとして、年に１～２回講演依頼
を受けている。例えば地域の小学校に
も職員と介護の支援方法等の寸劇を行
い、市町といろいろな形で連携を取っ
ている。

地元の行事やお祭りへは、コロナウイ
ルスの影響で参加できていないが、地
域の美容院への散髪等の外出で地域の
人々との交流に努めている。Facebook
に日ごろの様子を投稿して情報を発信
に努めている。

地域とのつきあいは、以前のようには
出来ない。近隣への外出もコロナ化の
影響で困難である。しかしながら出来
るだけ外出範囲を考慮し支援に努めて
いる。事業所からの発信はFacebook等
活用しながら、地域と繋がるようにし
ている。

二か月に一回状況報告を行い、構成員
の皆様から助言を頂くなど、サービス
向上に努めている。コロナウイルスの
影響で入居者の参加は見合わせてい
る。緊急事態宣言の為、運営推進会議
が中止となり書面会議で開催した。

会議は、地域の関係者で活発な意見交
換がされている。職員は議事録の内容
を把握して貰いサービスの向上に役立
てる様取り組んでいる。また毎回身体
拘束についての報告や話し合いを行
い、集合しての会議が困難な場合は、
書面にて行う取り組みもある。

包括支援センターの方々と協力して認知
症アドバイザー養成講座を開催し認知症
について理解してもらうように活動して
いる。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

事業所は理念に基づき目標を定め「笑
顔と温もりある生活」を引続き実践し
ている。両ユニットは定期的に研修を
行い、職員各々がクレドカード（ビ
ジョン・ミッション・バリュー）を咀
嚼し、実践に活かす取り組みをしてい
る。

「笑顔とぬくもりの中でそして家族と
して・・」という法人理念をもとに、
毎年ユニット目標を作り実践してい
る。年度末には目標の評価を行うこと
で次年度につなげている。ユニット目
標や個人目標をを3カ月に一回評価して
いる。

自己
評価

外部
評価

1 1
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

もえぎ野を事前に見学して頂き利用者
の家族の不安や疑問を言っていただき
十分な説明や理解納得を図って契約を
して頂くようにしている。

コロナウイルスの影響で面会中止にな
る事が多く家族を直接会って意見を聞
く機会が減少している。そのため、月
１回電話連絡を行い状況報告と意見を
聞くように努めている。

新型コロナウイルス感染症が蔓延して
いる中、家族が来所することが出来
ず、利用者の様子は定期的に、電話で
話したり、家族によってはSNS（LINE）
でのリモートで面会するなど支援して
いる。また要望が有れば運営に反映さ
せるよう努めている。

全体会議等で、身体拘束についての研
修を行い、職員全員が身体拘束をしな
い取り組みを実践している。

身体拘束をしないケアを正しく理解す
るために、介護環境のソフト（業務手
順等）やハード（物理的な事）面を
チェックする手法を研修で行い、ス
ピーチロックやヒヤリハット時の対策
など、安全で過ごせるサービスを行う
取り組みに努めている。

会議にて、虐待の防止について、研修を
定期的に行っている。日々の生活の中で
身体に傷などがない様に注意している。
また、傷などを発見した時には、ヒヤリ
ハットや事故報告書に記録を残し職員間
で共有して原因究明や再発防止に努めて
いる。（SHELL分析を行っている）

現在入居されている方に、成年被後見
人の方がおられる。ご家族の方で興味
のある方がおられたら制度の説明など
を行い利用してもらえるように支援し
ている。
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

事業所は、働き易い環境（ワークバラ
ンス）を作る為の体制づくりがある。
職員からの意見は会議の場のみでは無
く、個人面談等さまざまな場面で行っ
ている。管理者と職員は信頼関係を築
くよう、話し合いを重ね必要に応じて
意見を反映させるよう取り組んでい
る。

向上心を持てるように、ユニットの年
間目標及び個人の目標を作成してい
る。行きたい研修を聞き希望に沿った
研修に参加出来る様にしている。人事
考課制度を導入し、職員のやる気を出
せる環境を作っている。

年間で研修計画を立て法人内外の研修
を受けられる体制を作っている。職員
の興味がある研修を聞き、希望に沿っ
た研修が受けられる。自主勉強会とし
て、介護福祉士・介護支援専門員勉強
会なども行い職員を育てる体制を作っ
ている。（研修補助制度を設けてい
る）

月に一回、会議を開き、またユニット
会議などで管理者に話をするなど意見
交換をしている。3カ月に1回、主任が
面談する機会を設けスタッフの意見を
聞くようにしている。

今年度は、コロナウイルスの影響で参
加できていない。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用開始前から職員にご入居者の情報
を話し統一した対応が出来るように努
めている。また、要望等あれば耳を傾
け信頼関係づくりに努めご家族様とも
どもコミュニケーションを取り安心し
て頂けるように努めている。
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

いつでも面会に来てもらい、家族の方と絆を大切
にしてもらっている。家族会などで、一緒に行事
に参加してもらい会を盛り上げてもらっている。
コロナウイルスのの為、面会の制限があるが、極
力家族に面会できる機会を設けている。オンライ
ン面会を取り入れている。大きな行事を行う際に
はビデオレターでメッセージをもらい皆さんに見
てもらっている。

知人・友人からの手紙や電話でのやり
取りを大切にしている。（あまり手紙
や電話のやり取りはない）知人・友人
の面会も自由に来て頂くようにしてい
る。現在コロナウイルスの影響で面会
が行えていない。

現在は馴染みの場所や、家族・知人に
会うことが出来ない事が多い。職員は
事業所内での生活面を重視し支援して
いる。また体力や精神力が低下しない
よう、気配りしながら途切れない関係
の支援に努めている。

18

19

20 8

16

17

利用前に事前訪問したり、事前にホー
ムに来てもらい、説明を行うなかで、
現在家族が困っている事等を聞くよう
にしている。入居されてからも、しっ
かり家族と会話をすることで関係作り
に努めている。

家族としての気持ちを持って接してい
る。また、出来る範囲で家事を手伝っ
ていただき暮らしを共にする者同士と
して役割を持っていただいている。

利用前に本人・家族より話を聞きアセ
スメントをしたうえでサービス内容を
検討している。また、定期的にスタッ
フとも話し合いを行う事で、今必要な
サービスの検討をしている。
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

面会時に本人の生活歴を家族に聞いた
り、本人との会話の中で生活歴や馴染
みを聞かせてもらい把握し、職員間で
共有している。

入居者一人ひとりの有するストレング
スについて、その都度職員同士で検討
し記録することで現状の把握に努めて
いる。スタッフで週1回のカンファレ
ンスを開いている。

契約が終わっても、相談があれば対応
し、今までの関係を断ち切らない様、
対応している。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

日常的なかかわりから、入居者個人の
思いや希望を聞き、ご家族の方とも話
し合い対応している。スタッフで週1回
カンファレンスを行っている。

利用者一人ひとりの生活歴や、日頃の
暮らし方を把握し、ひもときシートに
基づいて、気付き等を共有し意向の把
握に努め、出来る限り希望に近づける
よう支援に努めている。

入居者同士話が出来るように職員が中
に入り支援している。家事の手伝いや
創作活動を一緒に手伝っていただき、
入居者同士の関わりを深めることが出
来るように支援している。

23 9

24

25

21
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

隔週、協力医の往診がある。電話での
連絡は、２４時間取れるようになって
いる。かかりつけ医より指示があった
場合は、総合病院など適切な医療を受
けられるように支援している。

協力医は近隣のクリニックから定期的
に往診がある。本人、家族の希望で利
用前より馴染みのかかりつけ医に通院
する人もいる。協力医は夜間対応も
行っている。事業所は、職員（看護
師）、協力医と共に常に安心で適切な
支援につなげている。

スタッフノートを活用し、スタッフ全
員い情報共有ができるようにしてい
る。

ご本人やご家族様の要望に出来る限り
対応したサービスやケアを行えるよう
に取り組んでいる。

地域の保育園の方に話を行い、（餅つ
き会などに参加してもらっている。）
地域とのつながりを大切にしている。
今年度はコロナウイルスの影響で地域
活動は行えていない。今後も状況を見
ながら判断していきたい。

スタッフや関係者の間でご本人がより
良く暮らす為の課題とケアのあり方に
ついて話し合いの場を設け介護計画を
作成している。各担当がケアプランを
定期的に見直しを行い情報共有を行っ
ている。

家族の意見を聞きながら介護計画を立
てている。職員は利用者の日々の様子
を観察し、計画に添って毎日モニタリ
ングで確認を行い、会議に於いて見直
しが必要な場合は、その都度検討を行
い、現状に即した支援を行っている。

27

30 11

28

29

26 10
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

年２回、防火訓練を行っている。事務
所に避難経路や消防に通報する設備を
備えてある。地域の方に参加要請を
行っているが、参加には至っていない
が、災害時における協定書を地域の町
内会と結んでいる。防災訓練を予定し
ていたが、コロナウイルスの影響で実
施できていない。

年２回の防災訓練は行われている。新
型コロナウイルスの影響があり、近隣
の協力体制は困難である。また風水害
が多発しており、職員はハザードマッ
プでの位置付けを把握し、常に有事で
の避難経路（垂直避難）を把握しなが
ら取り組んでいる。備蓄は法人内の協
力で３日間位確保してある。

35 13

重度化や終末期についての対応を検討
しているが、今現在そのような方はお
られない為実施していない。

管理者は重度化や終末期になると家族
と話し合い、職員と共に情報を共有し
ながら、出来る限り家族の希望に沿っ
て、支援するよう取り組んでいる。夜
間急変した場合、管理者や協力医の指
示に従い、職員はチームで取り組む体
制がある。

急変時、事故発生時に備えて訓練を
行っている。（AED使用法、救急蘇生
法など）今年ではまた研修を開催でき
ていない。

もえぎ野内で看護師を確保し、日々バ
イタルＣＫなどを行い入居者の健康状
態の把握に努めている。入居者の気付
きや異常時などの場合は、看護師に報
告し適切な対応、指示をもらう様に努
めている。早期発見・早期治療に努め
ている。

入院時、病院の看護師としっかり情報
交換を行うようにしている。入院中も
面会など行い、関わりを継続する。退
院後も継続してかかりつけ医と連携し
て治療してもらえるようにしている。

33 12

31

34

32
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

本人の意思を尊重し、身だしなみやお
しゃれについて、希望があれば添うよ
うにしている。

コミュニケーションを取りながら、入
居者と職員が一緒に食事を取り出来る
人に調理補助や食器お盆拭きを手伝っ
てもらっている。

食事環境に於いては、好きなテーブル
で気の合う人と共に食事を楽しんでい
る。年に数回、回転ずし等外食や花見
の時期は弁当を手配して楽しんでいた
が、この約2年間は庭でバーベキューや
焼き芋、夏はソーメン流しをして食事
を楽しめるよう工夫している。

職員一人ひとりが、入居者個々の特性
を理解し人格を尊重する意識を持った
言葉がけが出来ている。

利用者の生活歴を把握し、誇りを傷つ
けないよう配慮している。普段の会話
の中で、馴染みが行き過ぎない様に配
慮し、接遇に於いては親しみと慣れ合
いの違いを常に意識し、言葉がけなど
傷つけないよう配慮し、適切な支援に
取り組んでいる。

入居者によっては、希望を表したり自
己決定を行ったりすることが難しい方
もおられるが、思いに沿った働きかけ
を行えるように努めている。

職員側の都合で動いてしまうときもあ
るが、なるべく本人のペースで生活し
て頂けるように努めている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

39

40 15

36 14

37
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

基本的に一日置きに入浴してもらって
いるが、体調、安全を考慮した上で、
その人希望のタイミングに合わせて入
浴を楽しんでもらえるように努めてい
る。

入浴は、利用者一人ひとりの状態等を
考慮し決めている。概ね週２～３回の
入浴で、冬場は風邪を引かないよう湯
舟の蒸気をしっかり立て、心地よく入
浴が楽しめるよう支援している。

毎食後、声かけを行い、口腔ケアを
行ってもらっている。また、歯科医・
歯科衛生士に訪問してもらい、専門的
な診療や口腔ケアを定期的に行っても
らい、口腔内の清潔保持に努めてい
る。年に一回歯科医師に来てもらい勉
強会を行っている。

１日を通し、トイレに行った時間、回
数など記録し、把握している。定期的
に声かけ行い、トイレで排泄ができる
ようにしている。

職員は、利用者の排泄パターンを把握
し状態を確認しながら、自立に向けた
排泄支援を行っている。研修は業者に
依頼し事業所に来て貰い、拘縮してい
る利用者の、オムツの当て方などの勉
強会を行っている。

起床時、食後などは便意の有無にかか
わらず、トイレの声かけを行う。食物
繊維のあるものを、食事に取り入れ、
便秘時には、ドクターに相談して排便
コントロールを行っている。

食事の量は、２週に１回体重測定をおこ
ない、管理している。盛り付けも、本人
の状態を見ながら盛り付けている。（入
居者によってご飯の量を決めている。）
水分補給は定期的に行い、水分量が確保
できるように努めている。（水分量も決
めている。）

43 16

45

41

17

42

44
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

毎月、行事など行う事で、日々の楽し
みを持ってもらえるように考えてい
る。入居者の有する能力を活かし、家
事手伝いや創作など役割を持っていた
だいている。

ご本人の希望を聞き、家族の方の協力
のもと外出が出来るように支援してい
る。個人外出を企画し、ご本人の希望
に沿った外出が行えるように努めてい
る。コロナウイルスの影響で外出行事
を制限している。

普段は利用者の希望に添い、出掛けた
い場所（墓参りや行きつけの美容院
等）を把握し支援に努めている。現在
は外出を楽しむ事が出来ないため、職
員は代替案を考えながら、楽しめるよ
う取り組んでいる。

本人から要望があった場合、スタッフ
が財布を持って買い物をすることはあ
る。入居者１人で使ったり、所持した
りしてはいない。

居室にはベッド、フロアにはソファな
ど休息出来る場所を作り、好きな時に
ゆっくり休んでもらえるようにしてい
る。夜間は居室の温度・湿度を管理
し、気持ちよく眠れるように支援して
いる。

配薬マニュアルを整備し、意識付けをす
ることで、誤薬がないように努めてい
る。症状のへんかについては、ケース記
録に記入し、職員間での共有や看護師・
ドクターへの報告が出来るようにしてい
る。薬の効能や副作用について全員が理
解しているとはいえない。

46

48

49 18

50
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項　　目（　あかねユニット（1階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家で使っていた家具などをそれぞれの
居室に置き、大切な写真やアルバムな
どにより、その人にとって馴染みの空
気作りを行っている。

２階の居室は明るい日差しが入り、使
い慣れた家具等が持ち込まれ、その人
に合った居室造りがされている。居室
入口には名札が掛けてある。職員は一
人ひとりの利用者が、居心地よく暮ら
せるようサポートしながら支援してい
る。

入居者が出来る所は、出来るだけ自分
でやって頂いているが、時々それが出
来ていない事がある。残存機能につい
てカンファレンス等で話し合いケアプ
ランに入れ活かしている。

本人から要望があれば、ご家族に電話
を出来るように取り組んでいる。

各居室の前、トイレなどには手作りの
表札をかけたり、季節感を感じられる
様に壁紙作りを一緒になって飾りの創
作などを行っている。

リビングは天井が高く実際の面積より
広くゆったりとしている。テーブルに
は季節の花や壁には作品を飾ってい
る。リビングは常に人の気配を感じら
れ、心地よく過ごせる様職員は支援し
ている。

ソファやテーブルを置き、入居者同士
がゆっくり話が出来るように、努力し
ているが、共用空間に、独りになれる
空間はないのが現状。

54 20

51

55

52 19

53
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（あかねユニット（１階）） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



〇

〇

〇

〇

〇

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

「笑顔と温もりの中でそして家族とし
て・・」という法人理念があり、ユ
ニット目標、個人の目標を立て、実践
につなげている。ユニット目標及び個
人目標を3カ月に1回見直しを行ってい
る。

2 2

コロナウイルスの影響で地域の行事が
なく参加できていない。美容院や散髪
などは外出している。地域への情報の
発信としてFacebookを活用している。

3

包括支援センターの方々と協力して認知
症アドバイザー養成講座を開催し認知症
について理解してもらうように活動して
いる。認知症サポーター養成講座を開催
した。（小学校及び地域）

4 3

二か月に一回開催し状況報告を行い、
構成員の皆様から助言を頂くなど、
サービス向上に努めている。コロナウ
イルスの影響で書面会議で開催した。

5 4
事業所は、市町担当者と運営推進会議
にて話し合い、市町とともにケアサー
ビスの質の向上を目指している。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

6 5

全体会議で、身体拘束をしないケアに
ついて、職員の意識統一を図ってい
る。日々拘束は行わない事を職員全体
が認識して身体拘束をしないケアにあ
たっている。

7
全体会議にて、虐待についての勉強会
を行い虐待防止に努めている。

8

現在入居されている方に、成年被後見
人の方がおられる。興味のある方がお
られたら制度の説明などを行い利用し
てもらえるように支援している。

9

契約前に、見学をして頂き契約内容の
説明を行い、不安や疑問点を聴き納得
してもらい契約を行うように努めてい
る。

10 6

開設当初より家族会を発足している。
家族会総会や・勉強会を通じて要望を
聞き運営に活かしている。コロナウイ
ルスの影響で家族会が開催できていな
い。年に１回アンケートを実施してい
る。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

11 7

月に一回、会議を開いており、また、
週に１回ミーティングを行い意見交換
をしている。日頃から気軽に話が出来
る様に、職員とコミュニケーションを
図っている。

12
年間目標、個人目標を決めて、各自が
向上心を持って、やりがいを持てるよ
うにしている。

13

各個人の希望の研修に参加し全体会議
にて研修報告を行っている。コロナウ
イルスの影響で研修に参加できていな
い。

14
コロナウイルスの影響で参加できてい
ない。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

積極的にコミュニケーションをとり本
人が困っている事、不安な事はしっか
り聞き安心できるように心がけてい
る。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

16
家族が困っている事、不安な事があれ
ば話し合いを行い、問題点を考えてい
る。

17
ご家族と入居者が必要と思っている支
援を尊重し、よりよい支援やサービス
利用を含め対応に努めている。

18
一緒に家事の手伝いをしていただき、
役割を持っていただくなど暮らしを共
にする関係を築いている。

19

ご家族が困っている事があれば話し合
い一緒に解決していくよう心がけてい
る。コロナウイルスの為、面会制限が
あるため十分に面会ができないが短時
間の面会行事でのビデオレターの参加
などをしていただいている。

20 8

知人・友人からの手紙や電話でのやり
取りを大切にしている。（現在友人知
人が来られることはあまりない）コロ
ナウイルスの為現在面会ができていな
い。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

21

入居者同士話ができるように職員が中
に入り支援をしている。家事の手伝い
や創作活動を一緒に行うなどでコミュ
ニケーションをとっている。入居者同
士のかかわりを深めることができるよ
うに支援している。

22

サービス終了後、ご家族の経過をフォ
ローしたり、相談、支援についてどの
ようにして良いのか分からないので、
出来ていない。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

ご家族との話し合い行い対応してい
る。職員同士では週に一回カンファレ
ンス・月に1回ユニット会議で検討場
を設けている。

24

面会時に本人の生活歴を家族に聞くな
どして情報を集めている。本人と会話
の中で生活歴やなじみを聞かせてもら
い把握し職員間で共有している。

25

入居者様のやりたい事や気持ちを大切
にし、ご家族からお聞きした趣味など
大切にし支援している。出来る所は時
間をかけてやって頂いている。

19 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

26 10
各担当がケアプランの見直しを行いス
タッフと一緒に話し合いを行い介護計
画を作成している。

27

連絡ノートを作成し、何か変わったこ
とや変更時には全職員が確認できるよ
うにしている。週に一度カンファレン
スを行い情報の共有に努めている。

28
ご本人やご家族様の要望にできる限り
対応したサービスやケアを行えるよう
に取り組んでいる。

29

現在ボランティアの受け入れは行って
いない。地域行事などに参加している
が、今年はコロナウイルスの為行事が
すべて中止となっている。

30 11

隔週、協力医の往診がある。電話での
連絡は24時間とれるようになってい
る。かかりつけ医より指示があった場
合は総合病院など適切な医療を受けら
れるように支援している。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

31

もえぎ野内で看護師を確保し、日々バ
イタルＣＫなどを行い入居者の健康状
態の把握に努めている。入居者の気付
きや異常時などの場合は、看護師に報
告し適切な対応、指示をもらう様に努
めている。早期発見・早期治療に努め
ている。

32

入院時、病院の看護師としっかり情報
交換を行うようにしている。入院中も
面会など行い、関わりを継続する。退
院後も継続してかかりつけ医と連携し
て治療してもらえるようにしている。
（コロナウイルスの為面会を行う職員
を制限している）

33 12
重度化や終末期の対応については、家
族の意向を考慮しながら家族と協力す
るようにしている。

34

急変時、事故発生時に備えての訓練は
徐々に行っている。（AED使用法、救
急蘇生法など）今年度はまだ研修を開
催できていない。

35 13

年２回、防火訓練を行っている。事務
所に避難経路や消防に通報する設備を
備えてある。地域の方に参加要請を
行っているが、参加には至っていない
が、災害時における協定書を地域の町
内会と結んでいる。防災訓練を予定し
ていたが、コロナウイルスの影響で実
施できていない。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

38
職員側の都合で動いてしまうときもあ
るが、なるべく本人のペースで生活し
て頂けるように努めている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

一人一人の人格を尊重し、その人に
合った声かけを行っているが、職員に
よってはうまく言葉がけが出来ていな
い事がある。

40 15

コミュニケーションを取りながら、入
居者と職員が一緒に食事を取り出来る
人に調理補助や食器お盆拭きを手伝っ
てもらっている。入居者と一緒に食事
をしていたが、コロナウイルスのため
現在中止している。

37

入居者によっては、希望を表したり自
己決定を行ったりすることが難しい方
もおられるが、思いに沿った働きかけ
を行えるように努めている。

39

本人の意思を尊重し、身だしなみやお
しゃれについて、希望があれば添うよ
うにし、意思の疎通ができない方につ
いても身だしなみに気をつけるように
している。

22 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

42

毎食後、声かけを行い、口腔ケアを
行ってもらっている。また、歯科医・
歯科衛生士に訪問してもらい、専門的
な診療や口腔ケアを定期的に行っても
らい、口腔内の清潔保持に努めてい
る。

44

起床時、食後などは便意の有無にかか
わらず、トイレの声かけを行う。食物
繊維のあるものを、食事に取り入れ、
便秘時には、ドクターに相談して排便
コントロールを行っている。

41

食事の量は、２週に１回体重測定をおこ
ない、管理している。盛り付けも、本人
の状態を見ながら盛り付けている。（入
居者によってご飯の量を決めている。）
水分補給は定期的に行い、水分量が確保
できるように努めている。（水分量も決
めている。）栄養バランスを考え献立・
食材のチェックや変更等を行っている。

43 16

１日を通し、トイレに行った時間、回
数など記録し、把握している。定期的
に声かけ行い、トイレで排泄ができる
ようにしている。

45 17

基本的に週に2回以上入浴してもらっ
ているが、体調、安全を考慮した上
で、その人希望のタイミングに合わせ
て入浴を楽しんでもらえるように努め
ている。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

46

居室にはベッド、フロアにはソファな
ど休息出来る場所を作り、好きな時に
ゆっくり休んでもらえるようにしてい
る。夜間は居室の温度・湿度を管理
し、気持ちよく眠れるように支援して
いる。

48

毎月、行事など行う事で、日々の楽し
みを持ってもらえるように考えてい
る。入居者の有する能力を活かし、家
事手伝いや創作など役割を持っていた
だいている。

50

本人から要望があった場合、スタッフ
が財布を持って買い物をすることはあ
る。入居者１人で使ったり、所持した
りしてはいない。

47

配薬マニュアルを整備し、意識付けを
することで、誤薬がないように努めて
いる。症状のへんかについては、ケー
ス記録に記入し、職員間での共有や看
護師・ドクターへの報告が出来るよう
にしている。すべての薬の把握はでき
ていないが重要な薬については副作用
などの説明を行い情報共有している。

49 18

ご本人の希望を聞き、家族の方の協力
のもと外出が出来るように支援してい
る。個人外出を企画し、ご本人の希望
に沿った外出が行えるように努めてい
る。コロナウイルスの影響で外出行事
を制限している。
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項　　目（あおいユニット（2階）） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

52 19

各居室の前、トイレなどには手作りの
表札をかけたり、季節感を感じられる
様に壁紙作りを一緒になって飾りの創
作などを行っている。（居室担当が表
札を作っている）

54 20

家で使っていた家具などをそれぞれの
居室に置き、大切な写真やアルバムな
どにより、その人にとって馴染みの空
気作りを行っている。

51
本人から要望があれば、ご家族に電話
を出来るように取り組んでいる。

55

入居者が出来る所は、出来るだけ自分
でやって頂いているが、時々それが出
来ていない事がある。残存機能につい
てカンファレンス等で話し合いケアプ
ランに入れ活かしている。

53

ソファやテーブルを置き、入居者同士
がゆっくり話が出来るように、努力し
ているが、共用空間に、独りになれる
空間はないのが現状。

25 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Ⅴ  アウトカム項目（あおいユニット（２階）） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない



〇

〇

〇

〇

〇

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



（様式２）

事業所名 グループホームもえぎ野

作成日

【目標達成計画】

1 13

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

県社協が実施している職
員アンケートの結果に
て、３０代の主任・副主
任のやりがいについての
項目の評価が低かった。
その後、対象となる職員
に聞き取り調査を行っ
た。結果、主任・副主任
としての業務が曖昧で、
役割分担も明確でなかっ
た。

３０代の主任・副主任
が、やりがいを見いだ
せるような、体制づく
り（役割分担）を行
う。

主任・副主任の役割分
担を見直し、週１回の
リーダーミーティング
にて、進捗状況の話し
合いを行い、チーム一
丸として進めて行く。
また、ホーム長との評
価面談を増やし、やり
がいの構築を目指す。

1年

２  目標達成計画

令和3年12月17日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


